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肝切除後に肝の再生状態を経時的に明確に把握する

簡便な検査方法は現在見当たらない。そこでわれわれ

は,ア ミノピリン呼気テス トを用いて肝切除後の再生

マーカーとして有用か否かを基礎的に検討し,興 味あ

る結果を得たので報告する.

実験方法

Wistar系 雄性 ラット (体重150～200g)を 用 いて

40%,68%肝 部分切除を施行し,切 除再生肝のア ミノ

ピリンの代謝能を測定し,再 生肝重量の推移 と比較検

討した。ア ミノピリン代謝能の測定は 14c_ァミノピリ

ンを0.2″Ci/mg含 むア ミノピリン総量16.7mg/kgを

ラットに腹腔内投与し,呼 気を摂取 し,最 大排泄速度

となる30分間の呼気中の 14c、ァミノピリン量を測定 し

た。結果は sham ope群 の正常肝のラットの排泄率を

100%と して表示した。また再生肝重量は体重比で表示

した。

結  果

40%,68%の 肝部分切除後の再生肝重量の変化を図

1-aに 示すが,切除後10日目には既に正常肝重量に回

復 している。ア ミノピリン代謝能は図 lbに 示すよう

に肝切除後 3時 間, 1日 では切除量にきわめてよく相

関した低値を示してお り,そ の後の上昇は68%肝 切除

した群の方が40%群 より急な勾配を示している。 し か

し両群 とも正常値へ復するのは肝切除後28日であ り,

肝重量の回復に比べ18日の遅延が認められた。

考  察
14c_ァミノピリンは肝の nicrosomal mixed func・

tion oxidase systemにてジメチル化され,呼気中へ 14

C02と な り排泄 されることよリア ミノピリン呼気テ

ス トは functional hepatic micrOsomal massを反映

すると考えられてお り,事 実肝の組織学的重症度 とき

わめてよく相関していることが報告 されている1).著

者 らも肝の isolated liver perfusionにおいて肝組織

中のア ミノピリンN‐demethylase活性の測定を行い,

肝切除後の再生マーカーとしてのアミノピリン呼気テス トの

意義に関する基礎的検討
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肝の傷害度 とよく相関す ることをすでに報告 しため.

今回示 したようにア ミノピリン呼気テス トは切除量 と

きわめてよく相関 し,ま た切除後の量的および機能的

再生状況を定量的に的確に表す ことが示 された。 また

肝切除後の再生肝重量では10日 目にて回復 している

が,機 能的回復には28日を要す る事実 も確認 された。

このようにア ミノピリン呼気テス トは肝切除後の再生

の状態を機能面 も含めて定量的に測定す るきわめて有

用な検査方法であ り,臨 床応用に際 しては 14cの かわ

りに 13c_ァミノピ リンの使用により測定可能 と考 えら

れる。

索引用語 tア ミノピリン呼気テスト
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